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♣明徳生にエール（8・9面）の森谷圭介さんは、バントック先生が英
国に帰郷した際に偶然出会い、彼に投稿を勧めてくれました。13面
の浜田洋平さんはゲームクリエーターとしてゲーム業界の最前線
で活躍中。地球を舞台に、卒業生が様々な分野で躍動する姿を目に
すると誇らしい気分になります。明徳義塾には優秀な留学生も多く
在籍していますので、今後が益々楽しみです。今号「たんぽぽ」を手
にして下さった皆さん、新年のご多幸を祈念致します。　（編集長）

♥このところ、「平成最後の〇〇」という言葉をよく耳にし
ます。総理大臣になる前の故小渕恵三官房長官が新しい年
号の「平成」と書かれた紙を掲げた改元発表の記者会見シ
ーンは、今でも頭に鮮明に残っています。その時は、まさか
自分が3つの年号を生きるとは思ってもいませんでした。
次の年号が決まった時にはどんな気持ちになるのか、今か
ら少しドキドキしています。　 　　　　　　（HIROKO）

　高校サッカー部保護者会とOB会がクラブ専用バスを寄贈す
ることになり12月13日、本校・研修会館で寄贈式と安全祈願祭
が執り行われました。クラブ専用バスは、高校野球部（55人乗
り）に次いで２台目となります。
　「遠征などでいつでも自由に使える専用バスを」と、保護者
会の鎌倉美香会長や大賀道明さんらが中心となり、松田博任さ
んや森澤のり子さんらも世話役として寄付を呼びかけ、OB会
も全面協力の態勢が整い、購入が実現しました。
　高校サッカー部専用バスは日野自動車製「セレガ」の42人乗
り新車で約3,200万円。早速、冬期休暇中の対外試合などに利
用されます。
　贈呈式で、小松晃監督は「保護者会やOB会の皆さんに心か
らお礼を申し上げます。この専用バスを大いに活用して、皆さ
んの期待に応えられるよう、チームの実力向上に有効に活用し
ていきます」と感謝の言葉を述べました。
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卓球 白山亜美さん(2年1組)が全国優勝
　全日本選手権カデット部（11月2日～4日/仙台市）
　女子14歳以下シングルス
同ダブルスで上沢姉妹が準優勝

卓球 白山亜美さん(2年1組)が全国優勝
　全日本選手権カデット部（11月2日～4日/仙台市）
　女子14歳以下シングルス
同ダブルスで上沢姉妹が準優勝

世界の金融センター英国ロンドンで活躍する
森谷圭介先輩（2004年卒/26期生）が、
後輩たちに熱いエール（8・9面）
チャールズ皇太子も和太鼓演奏に大感激！！

世界の金融センター英国ロンドンで活躍する
森谷圭介先輩（2004年卒/26期生）が、
後輩たちに熱いエール（8・9面）
チャールズ皇太子も和太鼓演奏に大感激！！ 　竜キャンパスで古典や国語総合を指導している村上純一先生が「広瀬金蔵 絵

金の真実」（飛島出版室）を出版、高知新聞で紹介されました。
　狩野派の画風を学び、土佐藩の御用絵師となった広瀬金蔵（『絵金』）その人と
作品を村上先生独自に追究した本で、さまざまな資料や文献をもとに新たな「絵
金像」を描いた労作です。
　村上先生は「絵金は大変な力量を持つ天才画家。興味があれば是非、手に取っ
て欲しいです」と話しています。
　また、日本語の土橋洋平先生の投書が10月11日付の高知新聞投書欄に掲載
されました。
　土橋先生は、7月に西日本を中心とした集中豪雨で大水害が発生した愛媛県
へ災害ボランティアとして出かけ、その時に得た教訓として「自治体が大量の災
害ゴミを収集する際は、分別することが重要」と提言し、関係者から注目を集め
ました。

村上先生が「広瀬金蔵」出版村上先生が「広瀬金蔵」出版村上先生が「広瀬金蔵」出版
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ラリンさん（2年2組／タイ出身）Ｗ受賞
2020年に高知で開催される
　● 「全国高校総文祭」ポスターに
　　ラリンさんの作品が入選　
　● 中学生弁論大会スピーチ部門
　　でも優勝（5面）。
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2020年に高知で開催される
　● 「全国高校総文祭」ポスターに
　　ラリンさんの作品が入選　
　● 中学生弁論大会スピーチ部門
　　でも優勝（5面）。

プロ野球ドラフト会議（10月25日）で、
市川悠太投手（6年A組）をヤクルトが３位指名
　● 5年春夏、6年春の3期連続 甲子園で活躍 
　● 2017年神宮大会ではエースとして36年ぶり優勝に貢献

プロ野球ドラフト会議（10月25日）で、
市川悠太投手（6年A組）をヤクルトが３位指名
　● 5年春夏、6年春の3期連続 甲子園で活躍 
　● 2017年神宮大会ではエースとして36年ぶり優勝に貢献
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高知新聞／11月29日付朝刊高知新聞／11月29日付朝刊

その1

　第45回 体育祭が10月6日、本校グラウンドで挙行され
ました。降雨の天気予報は大外れで、午後からは青空にも
恵まれ、全日程を終えました。
　競技後には各クラブ出店「模擬店」が食堂で開かれ、日
没直後から始まった「打ち上げ花火大会」でフィナーレ。
キャンパスは終日、生徒たちや保護者らの歓声がこだま
しました。

　第45回 体育祭が10月6日、本校グラウンドで挙行され
ました。降雨の天気予報は大外れで、午後からは青空にも
恵まれ、全日程を終えました。
　競技後には各クラブ出店「模擬店」が食堂で開かれ、日
没直後から始まった「打ち上げ花火大会」でフィナーレ。
キャンパスは終日、生徒たちや保護者らの歓声がこだま
しました。
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　中学3年生が11月20日から2泊3日の日程で、京都・大阪方面へ修学
旅行に出かけ、楽しい思い出をつくってきました。
　嵐山・嵯峨野・二条城・金閣寺・清水寺・三十三間堂など京都の名所を
次々に訪問。京友禅体験工房ではトートバッグ作りに励みました。
　最終日の午後はユニバー
サルジャパン（USJ）で過ご
し、アトラクションなどで楽
しみました。

中学3年生が
オーストラリアで
語学研修

　第52回 英語劇「Ｈamlet（ハムレット）」（国際演劇クラブ主催）が11月30日、高知
市春野・ピアステージで公演され、400人近い観衆を魅了しました。
　シェイクスピア作品の悲劇で、決闘・毒殺・主人公の死…衝撃的な物語を６月以降熱
心に練習に励んできた生徒13人の熱演に、会場から惜しみない拍手が贈られました。
　脚本・演出はいつも通り、ギャビン・バントック先生。四半世紀を超えた同公演の歴史
や苦労をバントック先生らの回想を交えた記事になり、会場にはこの紙面で公演を知
った一般の市民の姿も多く見られました。

　第52回 英語劇「Ｈamlet（ハムレット）」（国際演劇クラブ主催）が11月30日、高知
市春野・ピアステージで公演され、400人近い観衆を魅了しました。
　シェイクスピア作品の悲劇で、決闘・毒殺・主人公の死…衝撃的な物語を６月以降熱
心に練習に励んできた生徒13人の熱演に、会場から惜しみない拍手が贈られました。
　脚本・演出はいつも通り、ギャビン・バントック先生。四半世紀を超えた同公演の歴史
や苦労をバントック先生らの回想を交えた記事になり、会場にはこの紙面で公演を知
った一般の市民の姿も多く見られました。

　「いのちをバトンタッチする会」代表の鈴木中人さんが11
月27日来校し、一部の留学生を除く全校生を対象に講演し
ました。
　鈴木さんは1992年に長女景子ちゃんが小児がんを発病し
たことをきっかけに、小児がんの支援活動を開始。また、命の
大切さや家族の絆、『いのちのバトンタッチ』をテーマとする
「いのちの授業」や研修を全国展開しています。
　この日の講演では、闘病に励む景子ちゃんが発した言葉や
夫婦の苦悩などを振り返り「自分や家族、仲間の命を大切に
…皆の命は両親、祖父母らが延々とつないでくれた貴重なも
のであることを決して忘れないで」と訴えました。

第45回第45回第45回

体育祭体育祭体育祭
開催！開催！開催！高校・中学1・2年生

が
秋季遠足
高校・中学1・2年生

が
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高校・中学1・2年生

が
秋季遠足 　秋季遠足が11月22日、高校全学年と中学1・2年を対象に催されました。

　高校1年は高知県中土佐町「黒潮工房」で
カツオたたきづくり体験、2年は香川県
丸亀市の遊園地「ニューレオマワー
ルド」、3年は高知市内の帯屋町商
店街などを散策、中学1・2年は高
知県香南市「県立のいち動物公
園」「龍河洞」を訪問し、クラスメ
イトらとそれぞれ楽しいひと時を過
ごしました。
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　南海トラフを震源とするマグニチュード8クラスの巨大地震を想定した今年度の防災訓練が11
月7日、本校キャンパスで実施されました。
　須崎市地震防災課、須崎消防署などの関係者が視察する中、教室からグラウンドまでの避難ル
ートの確認や負傷者の救援・救護処置、消火器の操作方法、煙の中から脱出する「煙体験」訓練な
どに、生徒たちは真剣な表情で取り組みました。
　訓練後、生徒を代表して６年B組、清水翔夢（とむ）くんが「来るべき災害への心構えや危機管理
能力を向上させることが大切だと改めて感じました。日頃から災害への準備を怠らないよう精進
します」と関係者にお礼のあいさつをしました。
　南海トラフ巨大地震は、特定できる7世紀以降、100～200年周期で発生しており現在、最後の
大地震から約70年が経過しています。
　　　　　　　　　　　　　　また9月26日には竜キャンパスで「防災教室」が開催され、防災委
　　　　　　　　　　　　　員の生徒が日本語・英語・中国語・韓国語・ベトナム語で作成した「震
　　　　　　　　　　　　　災対策カード」を配布し、避難ルートの確認や心構え、津波対策の項
　　　　　　　　　　　　　目を確認し合いました。
　　　　　　　　　　　　　　このあと、日赤高知県支部事業推進課長の吉岡邦展さんが講演。
　　　　　　　　　　　　　「揺れを感じたら必ず津波に襲われると判断して逃げること。その避
　　　　　　　　　　　　　難がムダに終わったとしても、決して失敗ではない」「自分の命は自
　　　　　　　　　　　　　分で守ることが大切」と生徒たちに訴えました。

　南海トラフを震源とするマグニチュード8クラスの巨大地震を想定した今年度の防災訓練が11
月7日、本校キャンパスで実施されました。
　須崎市地震防災課、須崎消防署などの関係者が視察する中、教室からグラウンドまでの避難ル
ートの確認や負傷者の救援・救護処置、消火器の操作方法、煙の中から脱出する「煙体験」訓練な
どに、生徒たちは真剣な表情で取り組みました。
　訓練後、生徒を代表して６年B組、清水翔夢（とむ）くんが「来るべき災害への心構えや危機管理
能力を向上させることが大切だと改めて感じました。日頃から災害への準備を怠らないよう精進
します」と関係者にお礼のあいさつをしました。
　南海トラフ巨大地震は、特定できる7世紀以降、100～200年周期で発生しており現在、最後の
大地震から約70年が経過しています。
　　　　　　　　　　　　　　また9月26日には竜キャンパスで「防災教室」が開催され、防災委
　　　　　　　　　　　　　員の生徒が日本語・英語・中国語・韓国語・ベトナム語で作成した「震
　　　　　　　　　　　　　災対策カード」を配布し、避難ルートの確認や心構え、津波対策の項
　　　　　　　　　　　　　目を確認し合いました。
　　　　　　　　　　　　　　このあと、日赤高知県支部事業推進課長の吉岡邦展さんが講演。
　　　　　　　　　　　　　「揺れを感じたら必ず津波に襲われると判断して逃げること。その避
　　　　　　　　　　　　　難がムダに終わったとしても、決して失敗ではない」「自分の命は自
　　　　　　　　　　　　　分で守ることが大切」と生徒たちに訴えました。
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高知新聞／11月29日付朝刊高知新聞／11月29日付朝刊

その1

　第45回 体育祭が10月6日、本校グラウンドで挙行され
ました。降雨の天気予報は大外れで、午後からは青空にも
恵まれ、全日程を終えました。
　競技後には各クラブ出店「模擬店」が食堂で開かれ、日
没直後から始まった「打ち上げ花火大会」でフィナーレ。
キャンパスは終日、生徒たちや保護者らの歓声がこだま
しました。

　第45回 体育祭が10月6日、本校グラウンドで挙行され
ました。降雨の天気予報は大外れで、午後からは青空にも
恵まれ、全日程を終えました。
　競技後には各クラブ出店「模擬店」が食堂で開かれ、日
没直後から始まった「打ち上げ花火大会」でフィナーレ。
キャンパスは終日、生徒たちや保護者らの歓声がこだま
しました。
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英語劇公演

　中学3年生が11月20日から2泊3日の日程で、京都・大阪方面へ修学
旅行に出かけ、楽しい思い出をつくってきました。
　嵐山・嵯峨野・二条城・金閣寺・清水寺・三十三間堂など京都の名所を
次々に訪問。京友禅体験工房ではトートバッグ作りに励みました。
　最終日の午後はユニバー
サルジャパン（USJ）で過ご
し、アトラクションなどで楽
しみました。

中学3年生が
オーストラリアで
語学研修

　第52回 英語劇「Ｈamlet（ハムレット）」（国際演劇クラブ主催）が11月30日、高知
市春野・ピアステージで公演され、400人近い観衆を魅了しました。
　シェイクスピア作品の悲劇で、決闘・毒殺・主人公の死…衝撃的な物語を６月以降熱
心に練習に励んできた生徒13人の熱演に、会場から惜しみない拍手が贈られました。
　脚本・演出はいつも通り、ギャビン・バントック先生。四半世紀を超えた同公演の歴史
や苦労をバントック先生らの回想を交えた記事になり、会場にはこの紙面で公演を知
った一般の市民の姿も多く見られました。

　第52回 英語劇「Ｈamlet（ハムレット）」（国際演劇クラブ主催）が11月30日、高知
市春野・ピアステージで公演され、400人近い観衆を魅了しました。
　シェイクスピア作品の悲劇で、決闘・毒殺・主人公の死…衝撃的な物語を６月以降熱
心に練習に励んできた生徒13人の熱演に、会場から惜しみない拍手が贈られました。
　脚本・演出はいつも通り、ギャビン・バントック先生。四半世紀を超えた同公演の歴史
や苦労をバントック先生らの回想を交えた記事になり、会場にはこの紙面で公演を知
った一般の市民の姿も多く見られました。

　「いのちをバトンタッチする会」代表の鈴木中人さんが11
月27日来校し、一部の留学生を除く全校生を対象に講演し
ました。
　鈴木さんは1992年に長女景子ちゃんが小児がんを発病し
たことをきっかけに、小児がんの支援活動を開始。また、命の
大切さや家族の絆、『いのちのバトンタッチ』をテーマとする
「いのちの授業」や研修を全国展開しています。
　この日の講演では、闘病に励む景子ちゃんが発した言葉や
夫婦の苦悩などを振り返り「自分や家族、仲間の命を大切に
…皆の命は両親、祖父母らが延々とつないでくれた貴重なも
のであることを決して忘れないで」と訴えました。
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が
秋季遠足 　秋季遠足が11月22日、高校全学年と中学1・2年を対象に催されました。
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　南海トラフを震源とするマグニチュード8クラスの巨大地震を想定した今年度の防災訓練が11
月7日、本校キャンパスで実施されました。
　須崎市地震防災課、須崎消防署などの関係者が視察する中、教室からグラウンドまでの避難ル
ートの確認や負傷者の救援・救護処置、消火器の操作方法、煙の中から脱出する「煙体験」訓練な
どに、生徒たちは真剣な表情で取り組みました。
　訓練後、生徒を代表して６年B組、清水翔夢（とむ）くんが「来るべき災害への心構えや危機管理
能力を向上させることが大切だと改めて感じました。日頃から災害への準備を怠らないよう精進
します」と関係者にお礼のあいさつをしました。
　南海トラフ巨大地震は、特定できる7世紀以降、100～200年周期で発生しており現在、最後の
大地震から約70年が経過しています。
　　　　　　　　　　　　　　また9月26日には竜キャンパスで「防災教室」が開催され、防災委
　　　　　　　　　　　　　員の生徒が日本語・英語・中国語・韓国語・ベトナム語で作成した「震
　　　　　　　　　　　　　災対策カード」を配布し、避難ルートの確認や心構え、津波対策の項
　　　　　　　　　　　　　目を確認し合いました。
　　　　　　　　　　　　　　このあと、日赤高知県支部事業推進課長の吉岡邦展さんが講演。
　　　　　　　　　　　　　「揺れを感じたら必ず津波に襲われると判断して逃げること。その避
　　　　　　　　　　　　　難がムダに終わったとしても、決して失敗ではない」「自分の命は自
　　　　　　　　　　　　　分で守ることが大切」と生徒たちに訴えました。
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　駐広島大韓民国総領事、辛 亨根さん＝写真＝が10月31日、竜キャ
ンパスを訪問し、韓国留学生45人と意見交換しました。
　ここ数年、韓国留学生が急増していることから現状視察を目的に
来校。和太鼓部の力強い歓迎の演奏で出迎え、韓国留学生に対して
「皆さんがイキイキとして留学生活を送っている姿を見て、韓日親
善が揺るがないモノだと確信しました。これからも有意義な学校生
活を送って下さい」と励ましてくれました。

　国税庁などが主催する今年度の「税についての作文」
コンクールで、2年1組、加藤菜摘さん＝写真＝が「須崎税
務署長賞」を受賞し、11月11日に表彰されました。
　加藤さんの作品タイトルは「税金が支える私たちの生
活」。加藤さんは税金を「国民が健康で文化的な生活を
送るために必要不可欠なもの」とし、「私たち国民一人ひ
とりが納税者としての自覚を持ち、税に関心を持つこと
が、より良い社会をつくるために必要」と訴えました。
　また、加藤さんは環境保全の意識高揚のために、ゴミ
の量に応じて「ゴミ税」を新たに徴収することや酒税とた
ばこ税を「もう少し高くする」ことを提案し、注目されま
した。

高知新聞／8月24日付朝刊

中学英語弁論大会でラリンさん１位に中学英語弁論大会でラリンさん１位に中学英語弁論大会でラリンさん１位に

その2

　土佐市立蓮池小学校の児童が11月23日、来校。竜キャン
パスを見学後、留学生たちとバルーンゲームを楽しんだり
して国際交流体験をしました。
　午後には本校へ移動し、和太鼓ワークショップを楽しみま
した。

　鵬翔流吟友会主催「風雅を楽しむ
秋の集い」が11月3日、香南市赤岡
町の芝居小屋「弁天座」で開催さ
れ、日本クラブ所属の留学生が吟詠
を披露し、盛んな拍手を受けまし
た。
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韓国総領事が
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毎日新聞／11月4日付朝刊

はやと

　「世界津波の日2018高校生サミットin和歌山」が10月31日、11月1日の2日
間の日程で、和歌山ビッグホエール（和歌山市）を会場に、48ヶ国の約400人の
高校生が参加して開催されました。
　明徳からは水野みやびさん（4年英語）、川村彩菜さん（同）、ナウオン プラウ
パンさん（5年特進Ⅰ）が高知県代表の他4校の高校生と一緒に参加しました。
　サミットでは「過去の災害からの学び」「学校や住まいの防災」「避難行動」
など12の分科会ごとに、参加者はそれぞれの国の現状と課題について英語で
意見発表し、討議しました。明徳の3人は特に「防災活動」や避難行動のあり方
などについて、チリ・デンマーク・モルジブ・ベトナムの生徒たちと意見交換し、
世界レベルの大地震対策の見聞を広めて来ました。

海外姉妹校から来校生、続々海外姉妹校から来校生、続々

　第71回高知県中学英語弁論大会（県教育文化祭運営協議会など主催）が11月3日、県立大学・永国寺キャンパスで開か
れ、タイ出身の2年2組、コモルケットラック ラリンさんが、[2年スピーチ部門]で優勝しました。
　県内中学生54人が参加し、教材などに基づく「暗唱」、自分で創作した英文を話す「スピーチ」部門（3分以内）に分かれ、
発音の正確さや内容で競い合いました。ラリンさんは
「芸術の創造」をテーマに熱弁し、『自分の考えや
気持ちを正確な英文と発音で堂々と発表した』と
高い評価を得ました。
　またラリンさんは、2020年夏に高知県で開催さ
れる第44回全国高等学校総合文化祭の「ポスター
原画」に応募し、24作品中、上位から3番目の「入
選」となり10月10日に発表されました。
　同文化祭実行委が公募していたもので、ラリンさ
んの作品は、鯨・土佐犬・カツオ・高知城・坂本竜馬像
のイラストを背景に可愛いキャラクターたちが鳴子
踊りを演じている光景を表現しており「丁寧に描か
れており、見ていて楽しい」と絶賛されました。

土佐市立蓮池小
児童が来校
土佐市立蓮池小
児童が来校

高校生世界津波
サミットに

明徳生3人が参加

高校生世界津波
サミットに

明徳生3人が参加

高校生世界津波
サミットに

明徳生3人が参加

　海外の姉妹校から短期留学生が続々、来校。明徳生と生
活をともにしながら幅広い分野で交流を深めました。
　来校したのは、中国・南昌外国語学校（9月9日～16日）、
オーストラリア・イマニュエルアングリアンカレッジ（10月1
日～19日）、同・ＰＬＣ（10月17日～12月12日）、タイ・ワチ
ラウッドカレッジ（11月1日～6日）４校の生徒約計100人。
　南昌外国語学校の生徒たちは滞在中、日本語授業や茶
道・華道の指導を受け、巻きずしづくりなどを通じて日本文
化を体験。ワチラウッドカレッジの生徒たちは全員がバンド
メンバーで、マーチングバンド部とジョイント演奏するなど
音楽交流を目的に来校。11月5日の夕礼後、体育館で合同
演奏し、迫力ある演奏で会場を魅了しました。同日午後には
土佐市立高岡中学校を訪問し、タイの民謡などを演奏しま
した。
　オーストラリアの姉妹校２校の生徒たちは、日本語の授業
のほか和太鼓・空手・相撲などのクラブに体験入部し、茶道・
華道・書道・着物着付などにも挑戦し、日本文化体験を満喫
しました。
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　日本数学検定協会が認定する数学インストラクターによる「未来を創る
数学講座」が10月13日、学習部の生徒を対象に竜キャンパスで開講されま
した。
　東京・大阪・広島からインストラクター8人が参加。対数関数（高2）・2次関
数（高1）、一次関数（中2）のテーマごとに分かれて、講座を受けました。
　教科書通りだけではない、さまざまな観点からの指導に、生徒たちは「数
学の世界はおもしろい」と興味津々の様子で、最後まで真剣な表情で受講
していました。

　第10回家族愛の作文コンクール（高知県モラロジー協議会
主催）入選者が決まり、8月26日に表彰されました。今回のテー
マは「南海トラフ地震対策と家族愛」。近い将来に発生が確実
視される大地震への備えを巡り、家族間の愛情を感じたエピ
ソードを原稿用紙に綴りました。
　須崎モラロジー事務所管内の須崎市ほか３町から853点応募
があり、次の3人が入賞しました。
・1年3組 岡孟くん「一人一人が家族の宝物」
・　同  　中平大地くん「まず生きる事だけ考えよう」
・2年2組 前田夢叶さん「家族の愛に応えるためにも」

高知新聞／11月23日付朝刊高知新聞／11月23日付朝刊

デイリースポーツ／10月30日付

高校野球

その3

　スポーツで優秀な成績を収めた中学生をたたえる
「第48回ライオンズスポーツ賞」表彰式が12月4日、三
翠園（高知市）であり、12団体と個人39人に表彰状と
トロフィーが送られました。
　明徳義塾では野球部・男子空手道部・男子卓球部・女
子卓球部が「団体」、卓球・安江光博くん／斉藤秀太く
ん／青井さくらさん／白山亜美さん／手塚崚馬くんが
「個人」表彰を受けました。

　大石稜也くん（3年1組）がサッカーU‐15日本代表DFとして10月27
日から11月3日までフランスへ遠征し、オーストリア・フランス・英国の世
界強豪チームとの国際試合を体験してきました。
　大石君はオーストリア・フランス戦に出場。対戦チームのスピードとパ
ワーに圧倒されたそうで「自分の守備力不足を痛感した」。でも「トラッ
プやパスの質と、ボールを受ける前に周りを見て選択肢を持ち、最善の
判断力が必要との課題を見つけたことは大きな収穫」と話していまし
た。
　帰国後のインタビューが11月23日付の
高知新聞に大きく掲載されました。

　第46回マーチングバンド・カラーガード全国大会四国予選が10月
21日、徳島県の鳴門大塚スポーツパーク（アミノバリューホール）を
会場に開催され、明徳義塾は金賞を受賞しました。
　明徳義塾は「80’s」をテーマにボンジョヴィ、クイーン、マイケル
ジャクソンなどの楽曲に乗って80年代ポップスとロックを表現し、高
い評価を得ました。全国大会出場は別の金賞受賞校に決まりました
が、来年へ向けて大きな手応えを感じさせる大会となりました。
　また第30回マーチングバンド・バトントワーリングフェスティバル
にも参加。高知市東部総合運動場くろしおアリーナを会場に11月
11日に開催されたフェスティバルでは、アレンジしたボヘミアン・ラ
プソディーなどの楽曲にマイケルジャクソンのダンスパフォーマン
スを取り入れたコミカルなショーを披露し、会場の観覧者から盛ん
な拍手を受けました。
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挙行され、63人が新しく仲間入りしました。
　新入生を代表して、中国出身の瀋可欣さん＝写真＝が「先生方や
先輩の皆さんの指導を宜しくお願いします。今日から明徳生として
誇りを持って、自立した生活が送れるように努力します」とあいさ
つし、激励の拍手に包まれました。
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住将くん（4年C組）が準優勝しました。
　また、11月8・9日に土佐CCで開催された「第40
回 西日本アマチュアゴルフ選手権大会」に出場し
た岡田晃平くん（5年C組）は準優勝しました。
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で
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共
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し

て
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る
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壇
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太
鼓
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時
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）で
は
皆
の
音
が
き
れ
い
に
揃
う
ま
で
終
わ
ら
な
い
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、
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。「
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せ
る
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、視
せ
る
の
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せ
る
ん

だ
！
」と
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豆
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潰
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叩
い
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和
太
鼓
。夕
礼
の
後
は
も
の

凄
い
睡
魔
と
空
腹
に
襲
わ
れ
な
が
ら
の
自
習
時
間…

。し
か
し
、そ

こ
で
明
徳
生
活
を一
緒
に
乗
り
切
っ
た
仲
間
は「
一
生
の
宝
」で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
迷
い
な
く
同
感
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。在
校

生
は
卒
業
間
近
か
ら
気
づ
き
始
め
る
で
し
ょ
う
。

　高
校
二
年
次
に
カ
ナ
ダ
中
部
に
あ
る
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市

に
10
カ
月
間
短
期
留
学
を
し
ま
し
た
。先
に
頭
の
中
で

整
理
し
た
つ
も
り
で
も
、思
う
よ
う
に
上
手
く
出
て
こ

な
い
英
語
。と
に
か
く
悔
し
く
、や
る
せ
な
か
っ
た
自

分
が
い
ま
し
た
。そ
こ
で
毎
朝
誰
よ
り
も
早
く
登
校

し
、一対一で
現
地
の
先
生
に
英
会
話
の
特
訓
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。努
力
が
実
っ
た
の
か
、カ
ナ
ダ
で
出
来
た

親
友
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド
と
は
、卒
業
し
て
十
五
年
経
っ
た

今
で
も
、二
年
に一度
は
地
球
の
ど
こ
か
で
会
っ
て
い
ま

す
。

　あ
る
日
、父
が
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
日
本
を
知
る
に
は

日
本
を
出
な
き
ゃ
、分
か
ら
な
い
よ
」と
。カ
ナ
ダ
で
の
留
学
経

験
も
あ
り
、高
校
三
年
次
に
英
国
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。英
国

公
立
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
傘
下
のIFP

（
大
学
進
学
準
備
コ
ー
ス
）

に
進
学
、後
に
公
立
ロ
ン
ド
ン
大
学（
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学

院
）を
２
０
１
０
年
度
に
卒
業
。数
々
の
挫
折
を
繰
り
返
し
た
上

で
、英
国
で
の
学
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

　「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
、一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら

ず
」を
肌
で
感
じ
た
と
同
時
に
、こ
の
留
学
期
間
は「
学
び
方
」

か
ら
徹
底
的
に
鍛
え
ら
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
れ
も
明
徳

生
活
が
あ
っ
て
の
成
功
で
す
。

　現
在
は
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
、ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
欧
州
本
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。世
界
の
金
融
情
報
、ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
て
い
る
会
社
で

す
。留
学
中
、ロ
ン
ド
ン
で
和
太
鼓
チ
ー
ム
に
所
属
し
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
始
め
、中
東
、ア
ジ
ア
と
数
多
く
の
国
を
公
演
で
周
り

ま
し
た
。最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
王
位
法
廷
推
定
相
続
人
で

ウ
ェ
ー
ル
ズ
公
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
前
で
、和
太
鼓
を
演
奏

す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。他
に
も
、日
本
文
化
を
海
外
で
推

進
す
る
た
め
に
、中
学
校・高
校
、公
共
の
場
で
の
和
太
鼓
レ
ッ

ス
ン
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
厳
し
い
和
太
鼓

部
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　今
も
同
級
生
と
会
う
と
、明
徳
時
代
の
思
い

出
話
で
話
が
つ
き
ま
せ
ん
。中
に
は「一日
で
も

い
い
か
ら
戻
っ
て
み
た
い
な
ー
」と
い
う
人
も

い
る
く
ら
い
で
す
。明
徳
生
活
に
も
沢
山
の
波

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。決
し
て
楽
し
い
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、辛
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。し
か
し
、こ
の
厳
し
い
生
活
を
乗
り
越
え

れ
ば
、将
来
あ
な
た
た
ち
の
役
に
立
つ
日
が
必

ず
き
ま
す
。卒
業
生
を
代
表
し
て
自
信
を
持
っ

て
保
証
し
ま
す
。

・北海道千歳市出身　1985（昭和60）年8月1日生まれ　33歳
・2001年　明徳義塾高等学校英語コース入学（入寮）
・高校2年次 10ヶ月間カナダのダコタカレジエイトに短期留学
・高校3年次 種智院寮の寮長
・高校3年次 自治会の副会長
・明徳芸能部で和太鼓部門の第１期生として、元横綱朝青龍関
　の横綱昇進会での演奏、ジョイントコンサート、明徳義塾３０
　周年記念で和太鼓を演奏
・2010年 公立ロンドン大学(東洋アフリカ研究学院)
　　　　　学士課程卒業
・現職：Implementation Specialist (Project Manager) 
　　　　ブルームバーグ欧州本社勤務
・和太鼓インストラクター
・2018年 英国永住権取得

今でも自分に言い聞かせられるのは、あの3年間の厳しい明徳生活があってのことです。
「ゴールデンウィークまではお客さんやけど、その後はちゃうぞ！」と入寮日に先輩達から伝えられ、
とにかく緊張と不安の寮生活がスタートしたのを今でも鮮明に覚えています。
地元北海道、そして親元を15才で離れ、それまでの生活環境と全く違う場所で始まった
高校生活。辛くなかったと言えば、それは嘘になるでしょう。

森谷 圭介さん
第26期（2004年3月）卒

常に挑戦し続けよ！

英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
に
も

和
太
鼓
を
披
露

Live and enjoy every moment of you
r Meitoku Life and it will get paid off

 in your future!
Live and enjoy every moment of you

r Meitoku Life and it will get paid off
 in your future!

厳
し
い
生
活
を

　
　
　
乗
り
越
え
ろ

Be yourself and keep on challenging！（自分をしっかり持ち挑
戦し続けよ！）

寮
の
仲
間
は
「
一
生
の
宝
」

地
球
の
ど
こ
か
で

高
校
三
年
次
に

　
　
　
英
国
留
学
を
決
行

第15回 明徳生にエール 特別寄稿第15回 明徳生にエール 特別寄稿第15回 明徳生にエール 特別寄稿

お
も
り

ば
ち
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て
頑
張
っ
た
撥
の
素
振
り
、仲
間
と一
緒
に
し

た
丸
坊
主
。「
見
せ
る
の
で
な
く
、視
せ
る
の
で
な
く
、魅
せ
る
ん

だ
！
」と
血
豆
を
潰
し
な
が
ら
叩
い
た
和
太
鼓
。夕
礼
の
後
は
も
の

凄
い
睡
魔
と
空
腹
に
襲
わ
れ
な
が
ら
の
自
習
時
間…

。し
か
し
、そ

こ
で
明
徳
生
活
を一
緒
に
乗
り
切
っ
た
仲
間
は「
一
生
の
宝
」で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
迷
い
な
く
同
感
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。在
校

生
は
卒
業
間
近
か
ら
気
づ
き
始
め
る
で
し
ょ
う
。

　高
校
二
年
次
に
カ
ナ
ダ
中
部
に
あ
る
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市

に
10
カ
月
間
短
期
留
学
を
し
ま
し
た
。先
に
頭
の
中
で

整
理
し
た
つ
も
り
で
も
、思
う
よ
う
に
上
手
く
出
て
こ

な
い
英
語
。と
に
か
く
悔
し
く
、や
る
せ
な
か
っ
た
自

分
が
い
ま
し
た
。そ
こ
で
毎
朝
誰
よ
り
も
早
く
登
校

し
、一対一で
現
地
の
先
生
に
英
会
話
の
特
訓
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。努
力
が
実
っ
た
の
か
、カ
ナ
ダ
で
出
来
た

親
友
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド
と
は
、卒
業
し
て
十
五
年
経
っ
た

今
で
も
、二
年
に一度
は
地
球
の
ど
こ
か
で
会
っ
て
い
ま

す
。

　あ
る
日
、父
が
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
日
本
を
知
る
に
は

日
本
を
出
な
き
ゃ
、分
か
ら
な
い
よ
」と
。カ
ナ
ダ
で
の
留
学
経

験
も
あ
り
、高
校
三
年
次
に
英
国
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。英
国

公
立
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
傘
下
のIFP

（
大
学
進
学
準
備
コ
ー
ス
）

に
進
学
、後
に
公
立
ロ
ン
ド
ン
大
学（
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学

院
）を
２
０
１
０
年
度
に
卒
業
。数
々
の
挫
折
を
繰
り
返
し
た
上

で
、英
国
で
の
学
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

　「
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
、一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら

ず
」を
肌
で
感
じ
た
と
同
時
に
、こ
の
留
学
期
間
は「
学
び
方
」

か
ら
徹
底
的
に
鍛
え
ら
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
れ
も
明
徳

生
活
が
あ
っ
て
の
成
功
で
す
。

　現
在
は
ロ
ン
ド
ン
で
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
、ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
欧
州
本
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。世
界
の
金
融
情
報
、ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
て
い
る
会
社
で

す
。留
学
中
、ロ
ン
ド
ン
で
和
太
鼓
チ
ー
ム
に
所
属
し
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
始
め
、中
東
、ア
ジ
ア
と
数
多
く
の
国
を
公
演
で
周
り

ま
し
た
。最
近
で
は
イ
ギ
リ
ス
王
位
法
廷
推
定
相
続
人
で

ウ
ェ
ー
ル
ズ
公
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
前
で
、和
太
鼓
を
演
奏

す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。他
に
も
、日
本
文
化
を
海
外
で
推

進
す
る
た
め
に
、中
学
校・高
校
、公
共
の
場
で
の
和
太
鼓
レ
ッ

ス
ン
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
厳
し
い
和
太
鼓

部
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　今
も
同
級
生
と
会
う
と
、明
徳
時
代
の
思
い

出
話
で
話
が
つ
き
ま
せ
ん
。中
に
は「一日
で
も

い
い
か
ら
戻
っ
て
み
た
い
な
ー
」と
い
う
人
も

い
る
く
ら
い
で
す
。明
徳
生
活
に
も
沢
山
の
波

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。決
し
て
楽
し
い
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、辛
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。し
か
し
、こ
の
厳
し
い
生
活
を
乗
り
越
え

れ
ば
、将
来
あ
な
た
た
ち
の
役
に
立
つ
日
が
必

ず
き
ま
す
。卒
業
生
を
代
表
し
て
自
信
を
持
っ

て
保
証
し
ま
す
。

・北海道千歳市出身　1985（昭和60）年8月1日生まれ　33歳
・2001年　明徳義塾高等学校英語コース入学（入寮）
・高校2年次 10ヶ月間カナダのダコタカレジエイトに短期留学
・高校3年次 種智院寮の寮長
・高校3年次 自治会の副会長
・明徳芸能部で和太鼓部門の第１期生として、元横綱朝青龍関
　の横綱昇進会での演奏、ジョイントコンサート、明徳義塾３０
　周年記念で和太鼓を演奏
・2010年 公立ロンドン大学(東洋アフリカ研究学院)
　　　　　学士課程卒業
・現職：Implementation Specialist (Project Manager) 
　　　　ブルームバーグ欧州本社勤務
・和太鼓インストラクター
・2018年 英国永住権取得

今でも自分に言い聞かせられるのは、あの3年間の厳しい明徳生活があってのことです。
「ゴールデンウィークまではお客さんやけど、その後はちゃうぞ！」と入寮日に先輩達から伝えられ、
とにかく緊張と不安の寮生活がスタートしたのを今でも鮮明に覚えています。
地元北海道、そして親元を15才で離れ、それまでの生活環境と全く違う場所で始まった
高校生活。辛くなかったと言えば、それは嘘になるでしょう。

森谷 圭介さん
第26期（2004年3月）卒

常に挑戦し続けよ！

英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
に
も

和
太
鼓
を
披
露

Live and enjoy every moment of you
r Meitoku Life and it will get paid off

 in your future!
Live and enjoy every moment of you

r Meitoku Life and it will get paid off
 in your future!

厳
し
い
生
活
を

　
　
　
乗
り
越
え
ろ

Be yourself and keep on challenging！（自分をしっかり持ち挑
戦し続けよ！）

寮
の
仲
間
は
「
一
生
の
宝
」

地
球
の
ど
こ
か
で

高
校
三
年
次
に

　
　
　
英
国
留
学
を
決
行

第15回 明徳生にエール 特別寄稿第15回 明徳生にエール 特別寄稿第15回 明徳生にエール 特別寄稿

お
も
り

ば
ち
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ART CLUB

「平成30年度 高知県高等学校総合文化祭」（県教委・県高校文化連盟主催）が11月4日
～18日、高知市文化プラザかるぽーとを主会場に開催され、県内46校の文化系クラブの
生徒たちが、美術・写真・漫画・伝統文化など17部門で腕を競い合いました。また、明徳義
塾は「第72回高知県展」（10月3日～21日/県立美術館など）にも積極的に出品し、特に
留学生らの斬新な発想の作品に高い評価を得ました。（敬称略）

美  術  部美  術  部

マンガ部マンガ部

たんぽ
ぽギャラリー

Tanpopo Gallery

MANGA CLUB

VISUAL ART CLUB

「「I like…～好きなことをのばそう～」
のためのポスター」

山﨑希空（4年特進）

兪　正欣（4年日本語4組）「Wanton and live」項　天池（5年特進Ⅱ）
「Unrequited love」

阪口実来（4年中国語）
「開拓」

「どきどき」

市原　百

ユン  スヨン（4年中国語）

「トモダチとハロウィン」　　
ハー  ゴックマイ（４年日本語Ⅰ）

「52Hzクジラのちっぽけな夢」　
チャン  コック  アンニエン（４年日本語Ⅰ）

「ようこそ、世界ライブラリー」
瀋　昀（5年特進Ⅱ）

「太陽と月」　
ナパサナン  ロブコブ
（5年特進Ⅱ）

「龍と火」　
蔡　宇霊（5年特進Ⅱ）

「スノーグローブ」　
パッサチョン  シャオハ（5年特進Ⅱ）

「無題」　ナウオン  プラウパン（5年特進Ⅰ）

「少女夢」　金　燦昊（5年特進Ⅱ）

「ミン ルアンです。」　
トアン  チャン  ミン  ルアン（6年D組）

「チュークリーム」　
シスワン  マッチマ（6年特進Ⅱ）

キン　 サンコウ

サイ　　ウレイ

シン　　イン

「御青」

「ゴルフの星」

「深呼吸」
王　思捷（5年特進Ⅰ）

「師資相承」 「サイズ違い」 「勇猛果敢」
温　碧瑶（5年特進Ⅰ）

「パッと咲いた恋」
ヒョン  ウジョン
（4年英語）

平成30年度 高知県高等学校総合文化祭 「奨励賞」

「緊張」

「瞬間」

市原　百（4年特進）

市原　百（4年特進）
「あじさい」
「猫をかぶる」※佳作

「帰郷」

平成30年度 高知県高等学校総合文化祭 「奨励賞」

前田知香（4年中国語）

「うみねこ」

「Happyファミリー」
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第
26
回

　有名な映像プロデューサーだった水城義郎が、旅行先の温泉地で死
亡した。地球科学専門の大学教授・青江が調べたところ、火山で発生
する硫化水素ガスによる中毒死であり、硫化水素ガスが発生した時に
その場所に偶然居合わせたための不運な事故死と処理された。
　数日後、別の温泉地でも硫化水素ガスによる中毒死で亡くなった男
性が発見された。青江はこの温泉地にも調査のために訪れることにな
ったが、これも事故死と判断された。
　両方とも不運な事故死と結論づけた青江だったが、どうしても気に
なることがあった。それは、前回の事故現場で見かけた少女を、今回
の事故現場でも見かけたからであった。少女の存在を知り、「これは
事故死ではないのかも知れない」と青江は事件の臭いをかぎ取った。
　その疑念を晴らすべく、その少女を追いかける青江。やがて青江
は、｢不思議な力｣をその少女から見せられることになる…。
　さまざまな人物が絡むサスペンスミステリー。今年、映画化された
ので観た人もいるかも知れません。色々な視点から描かれる事件、そ
れぞれの人物やその思惑がどう絡んで、どう繋がるのかがとても気に
なって、僕は高まる緊迫感を引きずりながら一気に読破しました。
　狂気とスリルに満ちた力作で読み応えのたっぷりの本です。是非、
手にとって読んでみてください。

6年特進Ⅰ／小松原 潤くん（マレーシア出身）

　私は猫が大好きです。どうしようもないくらい好きです。タイの実家でも猫を飼っています。
　日本でも、猫の人気は上昇傾向だそうです。「ペットフード協会」のペット数調査では、2017年に
犬892万匹に対し、猫は953万匹。初めて犬を上回ったそうです。
　猫は人に媚びることなく、マイペースで気分屋さん。甘えてきたかと思えば、次の瞬間はプイと立
ち去る…それらの所作に翻弄されるのですが、側にいるだけで幸せな気分にしてくれます。
　しかし、私は猫の扱い方がとても下手なのです。猫と仲良くなりたくて、いろいろ世話をします
が、何をしてもあまり喜んでくれないし、食事の時以外は遊んでくれず、少し悩んでいました。
　この本は「猫の思考と行動」「病気と終末ケア」など９つのテーマで構成され、しっぽを見れば気
分がわかる？　死ぬとき姿を消そうとするのはどうして？　など猫の扱い方や猫の生態が分かりや
すく書かれています。特に私は「ごろごろ」（のどをごろごろと鳴らす）の意味とか、テレパシーが通
じるかも知れないなどの項目を興味深く読みました。
　この本で勉強して、やっとうちの愛しい猫と遊べるようになりました。猫は非常に不思議な生き
物ですから、努力をしなければ猫に好かれません。
　「猫は好きだけど、なぜか猫に好かれていない人」には、是非この本を読んでみて欲しいです。

　ヴァンという男と、医師ホッサルの２人の主人公によって作られた医学ファン
タジーです。
　東乎瑠という巨大帝国が侵略を繰り返す世界で、突如発生した太古のウイル
ス黒狼熱。唯一その病にかからなかったヴァンは、拾った幼子ユナを連れて旅に
出ます。
　その病の原因を探すため、医師ホッサルがやってきた。大昔に一つの国を滅
ぼした伝説の病、種族によって人が死んだり、死ななかったりする謎の病に天才
が挑む。日本医療小説大賞受賞作品です。ファンタジーの枠におさまらない膨大
なテーマがたくさん出てきて、主人公２人の心境に、最後まで目が離せません。
物語の不思議な展開に引き込まれること間違いなしです。

　この本は、主人公「章子」のもとに、未来の自分から手紙が届くとこ
ろから始まります。
　章子は、複雑な家庭で育ちます。父親は章子が10歳の時に他界し
て、母親は精神を病んでいます。章子は、父の代わりをして、母を守ろ
うとしますが、世間は章子を苦しめます。そんな章子の未来は？ とい
うあらすじです。
　私はこの本を読んで、家族の絆や、社会の厳しさを改めて知りまし
た。この本には、優しさ、辛さが込められており、読後感は温かい気持
ちになれます。　
　読んで欲しい1冊です。

未来
（著：湊かなえ/双葉社）
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4年C組／中田 寧々さん（石川県出身）

鹿の王
（著：上橋菜穂子/角川書店）

６年特進Ⅱ／張 政さん（中国出身）

ゴールデンボーイ
（著：スティーヴン・キング/新潮文庫）

5年特進Ⅰ／ナウォン・プラウパンさん（タイ出身）

猫がいればそれだけで
（監修：今泉忠明 編集：猫のこと研究倶楽部／知的生きかた文庫）

6年中国語／秋山 有紀さん（高知県出身）

あなたの人生、片づけます
（著：垣谷美雨／双葉文庫）
あなたの人生、片づけます
（著：垣谷美雨／双葉文庫）

ラプラスの魔女
（著：東野圭吾／角川文庫）

6年中国語／秋山 有紀さん（高知県出身）

4年C組／藤本 遥さん（兵庫県出身）4年C組／藤本 遥さん（兵庫県出身）

ラプラスの魔女
（著：東野圭吾／角川文庫）

チョウセイ

高知新聞／11月8日付朝刊

ゲーム界　最前線に立つ浜田洋平先輩（2001年卒／23期生）ゲーム界　最前線に立つ浜田洋平先輩（2001年卒／23期生）ゲーム界　最前線に立つ浜田洋平先輩（2001年卒／23期生）

　著者は米国のモダンホラー小説家。デビュー作「キャリ
ー」（1974年）や「スタンド・バイ・ミー」は映画化されて大
ヒットしたので、ご存じの人も多いと思います。
　この本は、1982年に出版された「恐怖の四季」に収めら
れた中編小説集です。この名の通り、四季ごとの四部作で、
私はこの中の春物語「刑務所のリタ・ヘイワース」に夢中に
なりました。
　主人公アンディは妻とその不倫相手を射殺したとして投
獄され、刑務所で暗く長い獄中生活を送ります。終身刑は、
有能な銀行家として、周りから羨望されてきた幸せな生活
を打ち砕きました。真相は冤罪なのに…。
　しかし、レッドという獄中仲間と魂の交流が始まり、胸の
内に「希望」の灯をお互いがともし続けるのです。
　高校3年になった春に友達に薦められて読みました。そし
てこの本は、私に大学受験に立ち向かう勇気を与えてくれ
ました。受験に対する恐怖心が不思議となくなり、代わりに
「入れる」という自信が湧いてきました。
　確かにそうです。まだ、始まってもいないのに、最初から
可能性を否定することはありません。自分がこれまで払っ
て来た努力は、ムダであったはずはないのですから。
　人間は複雑、でも単純な生き物だと思います。いろんな
可能性を持っているけれども、結局は自分の好きなことに
しか夢中になれないものです。アンディやレッド、そしてス
ティーヴン・キングがそうであったように、私は自分が決め
たことは最後まで貫き通したいと思います。
　私は自身が渦中にある大学受験の緊張感や焦燥感から
決して逃避するのではなく、希望と信念を胸に、この試練に
立ち向かう覚悟です。

　この本の登場人物は、みんな「心」と「部屋」に問題を抱えている。片付けカウ
ンセラー、大庭十萬里のもとに持ち込まれる「片づけ」依頼…汚いままのＯＬ部
屋、妻に先立たれた家事能力ゼロの老人、大きな屋敷にモノを詰め込む老婦人、
十萬里自らの視点の話の４編で構成されています。
　様々な人の心に十萬里が寄り添い、心と部屋の片づけの方法を教えていきま
す。そして、部屋の片づけを通して「人生の片づけ」をしていくのです。
　これを読めば、あなたも絶対部屋を片付けたくなる究極の片付け小説！！
　部屋の片づけが苦手な人、そして年末の大掃除に向けて、まずはこの本を手
に取ってみませんか。
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未来
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尾留川琢也先生
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担当

英語・コミュニケーション英語・英語表現

国際コース中2/４年中国語/５年中国語/６年特進Ⅱ

小林美貴 先生

紙 上 参 観

第2回

たんぽぽたんぽぽ
 びるかわ　　たくや

　「理科を学ぶ＝生きていることを実感すること」。少し大げさに生徒に伝えています。
　理科は難しいと感じている生徒が多いように感じますが、日々の生活それ自体が理科であり、一つひとつ見つめてみ
ると、いたるところに現象が転がっています。見落としているだけなんです。落としものを拾いに行きましょう。
　見落としていると言えば…どんなに能力に長けている人でも必ず見落としている部分が存在するのです。例えば、『マ
リオット盲点』と呼ばれるものです。
　こんな実験があります。左目を瞑って＋を見ながら顔を＋に近づけてみてください。
　何かが起こります。
　どうですか。＋から15cmほどのところまで近づくと、●が消えませんか？ 　これが盲点です。
　目の構造は、網膜が光を受け取ることで物体を認知
します。しかし、視神経が束になり集まっているところ
では、光を受け取る組織がありません。そのため、物体
を認知することができないのです。
　この盲点を補うのが、もう片方の目です。両目がそ
ろうことで、お互いが盲点を感じさせないようにして
いる訳ですね。助け合いって素晴らしい！！
　一人で、何でもこなすことができる人はいないはず。
必ず周りで支えてくれている人がいる。皆さんも理科
の勉強を通じて、いたるところに助け合いが存在していることに気付いていけると、生きることがより楽しくなるかも知
れませんね！

　「英語を話せたらかっこいい」「洋楽を聴けるようになれ
たら」「洋画を字幕なし

で観ることができたら」。誰でも一度は思ったことがあるの
ではないでしょうか。し

かし、ほとんどの人は「どうせ無理、自分にはできない」と諦
めてしまうかも知れま

せん。諦めずに英語を勉強してもらうには、どうしたら良い
のか。常に考えていま

す。
　英語の授業は、基本的に教科書本文の内容理解や文法を教

えているのですが、特

に英語の好き嫌いが分かれてしまう中学の授業では「英語、
楽しいかも！」と思って

もらうために、いろいろと工夫をしています。
　まず外国に興味を持ってもらうために、授業の始めに海外

の様々な写真を見せて

『この国はどこだ？』クイズをする時があります。例えば正解
がシンガポールの場合、

中国・マレー・ヨーロッパの伝統をミックスさせた独特のプラ
ナカン文化を色濃く反

映した「カトン地区」の風景写真などマニアックな所やモノを
見せ、生徒の反応が鈍

い時はマリーナベイサンズのホテルやマーライオンの写真を
見せて、正解を探らせ

るといった具合です。このクイズを通して「世界にはこんなき
れいな場所やおもしろ

いものがある」と外国に興味を持つことから、英語を勉強する
意欲に繋がると思って

います。
　最近は、実際にLast Christmas（Wham）など洋楽を歌

う練習もしています。

学習している文法や単語がでてくると、生徒は「これ分かる！
」と思えますし、英語の

リズムなどをつかむのにも最適です。「カラオケで歌える！」と
喜んでいた生徒もいま

した。
　人は『楽しい』と思えることしか続けられません。だからこ

そ、英語は楽しい！おも

しろい！と思えるような授業をこれからも考え、英語の楽しさ
を伝えていきたいと思

います。
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した。
　人は『楽しい』と思えることしか続けられません。だからこ

そ、英語は楽しい！おも

しろい！と思えるような授業をこれからも考え、英語の楽しさ
を伝えていきたいと思

います。
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♣明徳生にエール（8・9面）の森谷圭介さんは、バントック先生が英
国に帰郷した際に偶然出会い、彼に投稿を勧めてくれました。13面
の浜田洋平さんはゲームクリエーターとしてゲーム業界の最前線
で活躍中。地球を舞台に、卒業生が様々な分野で躍動する姿を目に
すると誇らしい気分になります。明徳義塾には優秀な留学生も多く
在籍していますので、今後が益々楽しみです。今号「たんぽぽ」を手
にして下さった皆さん、新年のご多幸を祈念致します。　（編集長）

♥このところ、「平成最後の〇〇」という言葉をよく耳にし
ます。総理大臣になる前の故小渕恵三官房長官が新しい年
号の「平成」と書かれた紙を掲げた改元発表の記者会見シ
ーンは、今でも頭に鮮明に残っています。その時は、まさか
自分が3つの年号を生きるとは思ってもいませんでした。
次の年号が決まった時にはどんな気持ちになるのか、今か
ら少しドキドキしています。　 　　　　　　（HIROKO）

　高校サッカー部保護者会とOB会がクラブ専用バスを寄贈す
ることになり12月13日、本校・研修会館で寄贈式と安全祈願祭
が執り行われました。クラブ専用バスは、高校野球部（55人乗
り）に次いで２台目となります。
　「遠征などでいつでも自由に使える専用バスを」と、保護者
会の鎌倉美香会長や大賀道明さんらが中心となり、松田博任さ
んや森澤のり子さんらも世話役として寄付を呼びかけ、OB会
も全面協力の態勢が整い、購入が実現しました。
　高校サッカー部専用バスは日野自動車製「セレガ」の42人乗
り新車で約3,200万円。早速、冬期休暇中の対外試合などに利
用されます。
　贈呈式で、小松晃監督は「保護者会やOB会の皆さんに心か
らお礼を申し上げます。この専用バスを大いに活用して、皆さ
んの期待に応えられるよう、チームの実力向上に有効に活用し
ていきます」と感謝の言葉を述べました。
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集
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記
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卓球 白山亜美さん(2年1組)が全国優勝
　全日本選手権カデット部（11月2日～4日/仙台市）
　女子14歳以下シングルス
同ダブルスで上沢姉妹が準優勝
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世界の金融センター英国ロンドンで活躍する
森谷圭介先輩（2004年卒/26期生）が、
後輩たちに熱いエール（8・9面）
チャールズ皇太子も和太鼓演奏に大感激！！
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森谷圭介先輩（2004年卒/26期生）が、
後輩たちに熱いエール（8・9面）
チャールズ皇太子も和太鼓演奏に大感激！！ 　竜キャンパスで古典や国語総合を指導している村上純一先生が「広瀬金蔵 絵

金の真実」（飛島出版室）を出版、高知新聞で紹介されました。
　狩野派の画風を学び、土佐藩の御用絵師となった広瀬金蔵（『絵金』）その人と
作品を村上先生独自に追究した本で、さまざまな資料や文献をもとに新たな「絵
金像」を描いた労作です。
　村上先生は「絵金は大変な力量を持つ天才画家。興味があれば是非、手に取っ
て欲しいです」と話しています。
　また、日本語の土橋洋平先生の投書が10月11日付の高知新聞投書欄に掲載
されました。
　土橋先生は、7月に西日本を中心とした集中豪雨で大水害が発生した愛媛県
へ災害ボランティアとして出かけ、その時に得た教訓として「自治体が大量の災
害ゴミを収集する際は、分別することが重要」と提言し、関係者から注目を集め
ました。

村上先生が「広瀬金蔵」出版村上先生が「広瀬金蔵」出版村上先生が「広瀬金蔵」出版

高知新聞／11月6日付朝刊高知新聞／11月6日付朝刊

高知新聞／10月11日付朝刊

高知新聞／8月21日付朝刊

朝日新聞／8月2日付朝刊

高知新聞／
12月8日付朝刊
高知新聞／
12月8日付朝刊

高知新聞／10月26日付朝刊高知新聞／10月26日付朝刊

ラリンさん（2年2組／タイ出身）Ｗ受賞
2020年に高知で開催される
　● 「全国高校総文祭」ポスターに
　　ラリンさんの作品が入選　
　● 中学生弁論大会スピーチ部門
　　でも優勝（5面）。
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プロ野球ドラフト会議（10月25日）で、
市川悠太投手（6年A組）をヤクルトが３位指名
　● 5年春夏、6年春の3期連続 甲子園で活躍 
　● 2017年神宮大会ではエースとして36年ぶり優勝に貢献
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